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日 本 計 装 工 業 会 標 準  AJ I I S 

計装工事施工 据付（建築物編）B-34-2017 

 

目的及び適用範囲 本標準は，建築物(事務所ビル，ホテル，住宅・寮，病院，学校，研究所・工場の建築設

備，店舗，物流施設及びその付属施設等)における計装工事のうち，盤類及び機器類の据付工事の一般的事項

を標準としてまとめたものである。 

 

1. 盤類据付 

1.1 一般事項 一般的に盤類は各種計器，電源装置などが鋼板製の筺体に収納され，重量物である。運搬，

開梱及び据付は作業員の安全を十分に考慮して行われなければならない。また，盤の据付後の試運転を含む

運用開始までの間，各種計器の保存環境を保持，破損等から保護する処置を施す必要がある。 

1.2 床への据付 盤の据付は，チャンネルベースを事前に据付，その上に盤を据付ける。なお，チャンネル

ベースと盤が一体となっている場合もあるが，その場合も以下のチャンネルベース据付と同様な施工を行う

こと。 

チャンネルベースをコンクリート基礎への固定，フリーアクセスフロア構造への固定及びチャンネルベース

のレベル出し仕上げを以下に示す。 

1.2.1 コンクリート基礎への固定  アンカーの種類は以下の種類がある。 

・アンカーボルト 

・あと施工接着系アンカー 

・あと施工金属拡張アンカー 

a) アンカーの打設間隔 

アンカーの打設間隔は，種類により異なる。標準打設間隔を表 1.1 に示す。 

 

表 1.1 標準打設間隔 

アンカーの種類 標準打設間隔 

L 形アンカーボルト 

あと施工接着系アンカー 

10ｄ以上 

（d：ボルト径） 

J 形アンカーボルト 

あと施工金属拡張アンカー（おねじ形） 

2L 以上 

（L：ボルトの埋込長さ） 

箱抜き方式 箱外形寸法 100ｍｍ以上 

 

b) アンカーの位置 

アンカーの位置は，穴あけ及びアンカー打込み時コンクリートが欠け落ちないようにコンクリートの縁ま

での寸法（へりあき寸法）は 100ｍｍ以上が望ましい。 

 

アンカー 
アンカー 

100ｍｍ以上 
100ｍｍ以上 

盤 盤 

チャンネルベース チャンネルベース 

コンクリート コンクリート 



 

 
AJIIS-B-34-2017 

2 

c) アンカーの種類と工法 

1) アンカーボルト 

コンクリートの打設時やモルタル充填時にアンカーボルトの位置のずれや傾きが発生することがある

のでコンクリートやモルタル充填後，位置，ずれ，傾きを確認する。 

ｲ) L 形ボルト工法 

 

120 150 180 200

M 8 3,200 4,400 5,700 6,500

M10 4,000 5,500 7,100 8,100

M12 4,800 6,700 8,500 9,700

M16 ― 8,900 11,400 12,000

M20 ― ― 12,000 12,000

M24 ― ― ― 12,000

有効埋込長(l)
(㎜)

80 110 140 160

コンクリート厚さ（mm）ボルト径
ｄ（呼称）

 

 

ﾛ) 箱抜き工法 

箱抜式はリブ付スリーブ，逆テーパ等により詰め，モルタルが引抜荷重に対し抜け出さないように

する。 

① 箱抜式 L 形ボルト工法 

 

② 箱抜式Ｊ形，ヘッド付ボルト工法 

・箱抜寸法（W=100ｍｍ）及びコンクリートの設計強度（Fc１=1,200N/ｍｍ2，Fc2=1,800N/ｍｍ2）とした場合

を示す。 

・L，L1，L2≧10d とする。（d：ボルト呼称径）  

・ボルト径 M12 以下の場合，J形またはヘッド付ボルトを使用する。 

短期許容引抜荷重（N） 

Ｍ08 1,600 2,400 3,200 3,800

Ｍ10 2,000 3,000 4,000 4,700

Ｍ12 3,600 4,800 5,700

Ｍ16 5,600 6,400

Ｍ20 5,600 6,400

Ｍ24 6,400

ボルトの埋込長さ

Ｌ1(ｍｍ)

ボルトの有効埋込
長さL2(ｍｍ)

―

―

120 150 180 200

60 90 120 140

80－ｄ 110－ｄ 140－ｄ 160－ｄ

―

― ― ―

コンクリート厚さ（ｍｍ）
ボルト径ｄ（呼称） 

―

―

Ｍ08 3,200 4,600 5,600 6,400

Ｍ10 3,200 4,600 5,600 6,400

Ｍ12 4,600 5,600 6,400

Ｍ16 5,600 6,400

Ｍ20 5,600 6,400

Ｍ24

ボルトの埋込長さ

Ｌ(ｍｍ)
80－ｄ 110－ｄ 140－ｄ 160－ｄ

――

―

―

―

―

―

―

―

ボルト径ｄ（呼称） 
コンクリート厚さ（ｍｍ）

120 150 180 200

短期許容引抜荷重（N） 

短期許容引抜荷重（N） 

L 1 L 2
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2) あと施工接着系アンカー 

接着系アンカーの種類を表 1.2 に示す。 

表 1.2 接着系アンカーの種類 

材料 

方式 
セメント系 

樹   脂   系 

ポリエステル エポキシ・アクリレート エポキシ セラミック 

カプセル方式 〇 〇 〇 〇 〇 

先 充 填 方 式 〇 〇 〇 〇 ― 

後 注 入 方 式 〇 ― ― 〇 ― 

 

ｲ) カプセル方式 

穿孔した穴の中に既調合の材料を封印したガラス，紙またはプラスチック製のカプセルを挿入し，

その上からアンカーボルトを回転させながら打ち込むことによってカプセルを破壊し，中の材料を

攪拌・混練してアンカーボルトを固定する。 

穿孔から固定まで同一の機械で施工でき，また，充填材の計量ミスがなく，かつ攪拌不足が少ない

等の利点がある。 

生産されてから 1 年以上経過したカプセル及び樹脂材料は使用してはならない。また，カプセル内

の樹脂が流動性のあることを確認する。コンクリート穴の長さ・径はメーカの指定による。 

施工例を図 1.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 施工例 

 

① ダストポンプまたはブラシで穴を清掃する。 

② ボルトの先端を約 45 度に両側または片側をカットする。 

③ ボルトに付着している油，錆等を除去する。エポキシ系のカプセルを使用する場合，メーカ

専用の脱脂剤で脱脂する。 

④ ボルトの差込み長さ位置にマーキングする。 

⑤ アンカーボルトに回転・打撃を与えながら打ち込む。 

⑥ ボルトを差込み長さのマーキング位置まで挿入したら，直ちにドリルを止める。 

⑦ 決められた時間，ボルトに触れない。 

 

 

カプセル方式 先充填方式 後注入方式 

カプセル 

ボルト 

ボルト ボルト ボルト 

注入剤（流込み剤） 

充填剤 
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ﾛ) 先充填方式 

穿孔した穴の中に，パテ状または液状の各種充填剤を充填しておき，後からアンカーボルトを挿入

する方法である。充填剤の計量，練り混ぜに比較的時間がかかる。 

ﾊ) 後注入方式 

穿孔した穴の中に，まずアンカーボルトを仮固定し，後からアンカーボルトと穴壁の間から液状の

充填剤を注入し，アンカーボルトを固定する。充填剤の計量，練り混ぜ及び注入に比較的時間がか

かるが，ボルトの位置精度は非常に良い。 

3) あと施工金属系アンカー 

金属系アンカーの種類を表 1.3 に，施工例を図 1.2 に示す。 

 

表 1.3 金属系アンカーの種類 

 

e

e
e

e

e
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図 1.2 金属系アンカーの施工例 

 

① 墨出し位置を確認する。 

② コンクリートドリルを選定し，穿孔深さをマーキングしてコンクリート面に対して直角に穿

孔する。 

③ 切粉が孔底に残らないよう清掃する。 

④ アンカーを挿入する。 

⑤ アンカーを打ち込み，拡張を確認し機器等の取付けを行う。 

 

d) ボルトの選定 

盤の据付及び機器類の据付に使用する据付ボルトは，地震等の振動により，転倒，横すべり，落下等を起

こさないよう十分な強度で固定できなければならない。据付ボルトの諸元決定に必要な地震による盤，機

器への応答加速度の値は，建物の構造，機器の設置される位置等，種々の条件によって異なるため，十分

な検討が必要である。 

1) 選定方法 

選定は地震を考慮して以下の方法で検討する。一般的には，ｲ)の方法で選定する。 

ｲ) 引抜き力 Rb とせん断応力度 τ で計算。（図 1.3 選定フロー参照） 

ﾛ) 引抜き力 Rb とせん断力 Q で計算。 

ﾊ) 機器の縦横比と設計用震度から求める。 

2) 箱抜アンカーは引抜荷重が他の方式に比べて小さいので注意が必要であり，場合によっては箱抜部分

の鉄筋を残し強度を確保する。 

3) 同一機器に対しては，同一種類，同一径のものを使用する。 
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START

ボルト径の仮定

Rb ,τ の計算

Rb≧0

許容引抜き荷重Taの計算　※1 

Ta≧Rb

fts ,ftの計算

fsの計算

fts≧σ

END

ボルト径を

大きくする

fs≧τ

Yes　（引抜きあり）

Yes

Yes

Yes

（引抜きなし）　No

No

No

Ta :（短期）許容引抜荷重 

KS :設計用標準震度 

Z :地域係数（通常 1.0 としてよい） 

KH :設計用水平震度 

   KH=Z･KS 
W :設備機器の重量（kN） 

n :ボルトの総本数 

nt :設備機器の転倒を考えた場合の引張り 

  を受ける片側のボルト本数 

hG :支持面から設備機器重心までの高さ（cm）  

l  :検討する方向から見たボルトスパン（cm） 

lG :検討する方向から見たボルト中心から 

  設備機器重心までの距離 

（ただし )(
2

cm
l

lG    ） 

FH :設計用水平地震力（FH=KH･W）（kN） 

FV :設計用鉛直地震力（FV=FH/2）（kN） 

Rb :ボルト 1本に作用する引抜き力 

  )(
)(

kN
nl

lFWhF
R

t

GVGH
b 　




  

τ :ボルト 1本に作用するせん断応力度 

)/( 2cmkN
An

FH


τ  

A :ボルト 1本あたりの軸断面積 

  （呼び径による断面積）（cm2） 

σ :ボルトに作用する引張り応力度（kN/cm2） 
   σ=Rb/A 
fs :せん断のみを受けるボルトの許容せん 

断応力度（kN/cm2） 

ft :引張りのみを受けるボルトの許容引張り 

  応力度（kN/cm2） 

fts :引張りとせん断力を同時に受けるボル 

トの許容引張り応力度（kN/cm2） 

fts=1.4ft-1.6τ（但し，fts≦ft） 

 

※1 1.2.1 c) アンカーの種類と工法 

「短期許容引抜荷重(N)」を利用 

 

 

 

図 1.3 ボルトの選定フロー（SS400 の場合） 
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1.2.2 フリーアクセスフロア構造への固定  

a) 固定台 

フリーアクセスフロアでの盤の据付は，固定台をセットした後，ボルト及びナットで固定台にチャンネル

ベースを据付ける。 

フリーアクセスフロアの構造及び固定台の例を図 1.4に，固定台の構造例を図 1.5 示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5 固定台の構造例 

 

b) フリーアクセスフロア床材の穴開け  

各機器へ接続するケーブルの立ち上げのため，フリーアクセスフロア床材を穴開けする必要がある。この

場合，建築設備部門と十分な確認を行い加工する。 

留意事項を以下に示す。 

1) フリーアクセス床材をそっくり 1 枚抜くと，安定性が失われ，トラブルを引き起こすことがある。や

むをえず 1枚抜く場合は，図 1.6 のようにアングル枠を設置する。 

2) フリーアクセスフロア支柱にかかるところでは，絶対にカットしない。(図 1.7) 

3) フリーアクセスフロア床材を 1枚の 1／3以上はカットしない。 

図 1.4 フリーアクセスフロアの構造及び固定台の例 

ボルト・ナット 

盤 

チャンネルベース

アンカー 
フリーアクセスフロア 

台座 

レベル調整ナット 
支柱 

アンカー 

等辺山形鋼 

固定台 
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図 1.6 フリーアクセス床材をそっくり 1 枚抜く場合 

 

 

 

図 1.7 フリーアクセス床材を部分的にカットの場合 

 

 

1.2.3 チャンネルベースのレベル出し・固定仕上げ コンクリート基礎上に固定する場合のレベル出し・固

定仕上げを以下に示す。また，フリーアクセスフロア構造上においても同様に施工する。 

a) チャンネルベースのレベル出し 

1) 鋼板製のライナやウェッジを用意する。（図 1.8） 

2) ライナまたはウェッジを図 1.9 のように床との間に挿入しレベルを調整する。この場合，ライナ及び

ウェッジはアンカー（アンカーボルト等）のなるべく近くに挿入する。 

3) チャンネルベースの水平検査には水準器を使用する。 
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図 1.8 ライナ及びウェッジの例 

×悪い例 ○良い例 

(アングル部) 



                                            

                         

『これ以降は非公開となっております。ご覧になりたい方はご購入をお願

い致します』 
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